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三

復
興
計
画

市
町
村
が
作
成
す
る
特
定
大
規
模
災
害
を
受
け
た
地
域
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
を
図
る
た
め
の

市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
事
業
、
農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
の
実
施
を
通
じ
た
当

該
地
域
の
復
興
に
関
す
る
計
画
で
あ
っ
て
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

四

都
市
計
画

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
を
い
う
。

五

特
定
公
共
施
設

道
路
、
公
園
、
下
水
道
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
を
い
う
。

六

公
益
的
施
設

教
育
施
設
、
医
療
施
設
、
官
公
庁
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
の
施
設
で
、
地
域
住
民
の
共
同
の

福
祉
又
は
利
便
の
た
め
に
必
要
な
も
の
を
い
う
。

七

特
定
業
務
施
設

事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
の
業
務
施
設
で
、
特
定
大
規
模
災
害
を
受
け
た
区
域
（
当
該
区
域

に
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
区
域
を
含
む
。）の
基
幹
的
な
産
業
の
復
興
、
当
該
区
域
内
の
地
域
に
お
け
る
雇
用
機

会
の
創
出
及
び
良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
の
う
ち
、
公
益
的
施
設
以
外
の
も
の
を
い
う
。

八

一
団
地
の
復
興
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

前
号
に
規
定
す
る
区
域
内
の
地
域
住
民
の
生
活
及
び
地
域
経
済
の
再

建
の
た
め
の
拠
点
と
な
る
市
街
地
を
形
成
す
る
一
団
地
の
住
宅
施
設
、
特
定
業
務
施
設
又
は
公
益
的
施
設
及
び
特

定
公
共
施
設
を
い
う
。

九

特
定
大
規
模
災
害
等

特
定
大
規
模
災
害
そ
の
他
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
と
し
て
政
令
で
指
定
す

る
災
害
を
い
う
。

十

災
害
復
旧
事
業

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
災
害
復
旧
事
業
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

大
規
模
な
災
害
か
ら
の
復
興
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
地
域
住
民
の
意
向
を

尊
重
し
つ
つ
協
同
し
て
、
当
該
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
生
活
の
再
建
及
び
経
済
の
復
興
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
に
対
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

復
興
対
策
本
部
及
び
復
興
基
本
方
針
等

第
一
節

復
興
対
策
本
部

（
復
興
対
策
本
部
の
設
置
）

第
四
条

特
定
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
を
推
進
す
る
た
め
特

別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閣
議
に
か
け
て
、
臨
時
に
内
閣
府
に
復
興
対
策
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と

い
う
。）を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
本
部
を
置
い
た
と
き
は
当
該
本
部
の
名
称
、
所
管
区
域
並
び
に
設
置
の
場
所
及
び
期
間
を
、

当
該
本
部
を
廃
止
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
直
ち
に
、
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
部
の
組
織
）

第
五
条

本
部
の
長
は
、
復
興
対
策
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。）と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
（
内
閣
総
理
大
臣

に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
国
務
大
臣
）
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

本
部
長
は
、
本
部
の
事
務
を
総
括
し
、
所
部
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

３

本
部
に
、
復
興
対
策
副
本
部
長
（
以
下
「
副
本
部
長
」
と
い
う
。）、
復
興
対
策
本
部
員
（
以
下
「
本
部
員
」
と
い

う
。）そ
の
他
の
職
員
を
置
く
。

４

副
本
部
長
は
、
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。

５

副
本
部
長
は
、
本
部
長
を
助
け
、
本
部
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
副
本
部
長
が
二
人

以
上
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
部
長
が
定
め
た
順
序
で
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６

本
部
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
全
て
の
国
務
大
臣

二

副
大
臣
若
し
く
は
大
臣
政
務
官
又
は
国
務
大
臣
以
外
の
関
係
行
政
機
関
の
長
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
す
る
者

７

副
本
部
長
及
び
本
部
員
以
外
の
本
部
の
職
員
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
又
は
職
員
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣

が
任
命
す
る
。

８

本
部
に
、
当
該
本
部
の
所
管
区
域
に
あ
っ
て
当
該
本
部
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
本
部
の
事
務
の
一
部
を

行
う
組
織
と
し
て
、
閣
議
に
か
け
て
、
復
興
現
地
対
策
本
部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
五
十
六
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

９

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
復
興
現
地
対
策
本
部
を
置
い
た
と
き
は
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

10

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
復
興
現
地
対
策
本
部
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11

復
興
現
地
対
策
本
部
に
、
復
興
現
地
対
策
本
部
長
及
び
復
興
現
地
対
策
本
部
員
そ
の
他
の
職
員
を
置
く
。

12

復
興
現
地
対
策
本
部
長
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
、
復
興
現
地
対
策
本
部
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

13

復
興
現
地
対
策
本
部
長
及
び
復
興
現
地
対
策
本
部
員
そ
の
他
の
復
興
現
地
対
策
本
部
の
職
員
は
、
副
本
部
長
、
本

部
員
そ
の
他
の
本
部
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
本
部
長
が
指
名
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
本
部
の
所
掌
事
務
）

第
六
条

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

復
興
基
本
方
針
の
案
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

二

所
管
区
域
に
お
い
て
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
関
係
地
方
行
政
機
関
の
長
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他

の
執
行
機
関
が
実
施
す
る
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

復
興
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務

２

本
部
は
、
復
興
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興

対
策
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
復
興
対
策
委
員
会
の
設
置
等
）

第
七
条

本
部
に
、
復
興
対
策
委
員
会
を
置
く
。

２

復
興
対
策
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

本
部
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ

に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
本
部
長
に
建
議
す
る
こ
と
。

二

特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
の
実
施
状
況
を
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

３

復
興
対
策
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
二
十
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

４

委
員
長
及
び
委
員
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣

が
任
命
す
る
。

第
二
節

復
興
基
本
方
針
等

（
復
興
基
本
方
針
）

第
八
条

政
府
は
、
特
定
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
を
推
進
す

る
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
復
興
基
本
方
針
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

復
興
基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

二

特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
政
府
が
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

三

特
定
大
規
模
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
人
口
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
、
土
地
利
用
の
基
本
的
方
向
そ

の
他
当
該
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
し
て
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

四

特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
に
係
る
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相
互

の
連
携
協
力
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
し
必
要
な
事
項
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